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日本農業を支える農業環境研究

農業環境技術研究所所長　西尾道徳

　昨年9月に食料・農業・農村基本問題調査会が

答申を行った。これを踏まえて農水省は，新農業

基本法案を本年の通常国会に提出するとともに，

1999～2000年度には新たな農政展開に必要な各種

法律，制度や事業の見直しを行う予定となってい

る。これはいうまでもなく，1961年に施行された

現在の農業基本法が想定した農業とそれを取り巻

く条件が大きく変化し，現在及び将来の日本農業

を進めて行くには，新たな基本法が必要になった

からに外ならない。昨年12月に出された農政改革

大綱では，「現行基本法に基づく戦後の農政を，そ

の反省を踏まえ国民全体の視点に立って抜本的に

見直し，経営感覚に優れた効率的・安定的な担い

手の確保を通じ，我が国農業が有する力が最大限

に発揮され，安全で合理的な価格での食料の安定

的供給と農業・農村の多面的機能の十分な発揮が

可能となる政策として再構築する」ことを『農政

改革』と呼んでいる。

　農政改革において最も難しい課題は，基本問題

調査会の答申にあるように，「市場経済を中心とし

自由で活力のある経済社会システムの創造を目指

して，規制緩和等の構造改革が進んでいる。構造

改革には産みの苦しみが伴うが，自己責任の下で，

個人や地域の創意工夫と自主性が発揮されるよう

な経済社会を構築するためには，それを避けて通

ることはできない」という点である。このことか

ら，農産物の価格保証の見直しが不可欠になる。

コメについては食糧管理法を見直して既に1994年

に食糧法を施行し，価格保証による政府買い上げ

をウルグアイ・ラウンド農業合意で例外として認

められた備蓄用に限定した。農政改革大綱ではコ

メに加えて，ムギ，ダイズ・ナタネ，砂糖・甘味

資源作物，牛乳・乳製品についても市場実勢が反

映されるようにするなど，価格政策全般を見直す

ことになっている。価格保証などの政府支持を減

らすことは，2001年からの次期WTOでの新たな

貿易交渉に向けた国際的な基本的潮流でもある。

日本は先進国の中で農業生産刺激的な政府支持が

高い国として批判されており，こうした国際的批

判とともに，国内において農業補助は過剰である

との批判に応えるためにも，止むを得ない措置で

あろう。OECDが1997年に刊行した「2020年の世界

経済」によると，政府の農業生産に対する支持・

保護を全廃し，世界経済が高成長を持続するとし

た場合，1995年に比べ，2020年には日本の農産物

貿易における輸入超過額が，現在よりも約3．5倍に

増加すると予測されている。このように価格保証

などの政府支持を削減するだけなら，安価な国際

価格との競争に勝てず，日本農業は急速に崩壊す

ることが予想される。

　こうした崩壊を防止するために，農政改革大綱

では，担い手の確保，農業経営の法人化による規

模拡大・経営の多角化，意欲のある担い手への施

策の集中化などによって，中核となる農業者の強

化方策を打ち出している。しかし，農産物貿易の

一層の自由化と価格政策の見直しの中で，現在よ

りも下落するであろう農産物価格を考えると，こ

れが如何に難しい課題であるか想像するのに難く

ない。そのため，現在の技術水準を飛躍的に超え

る生産性，単収，品質などの向上が技術開発に求

められている。既に研究機関はこの問題について

取組を行っている。例えば，大区画圃場での直播

による水稲生産技術の開発がなされている。この

場合には，生産性，単収，品質などの向上と同時

に環境にも優しく，生産の安定も必要である。生

産性を向上させるなら，・水面を漂って発芽したて

の小さな実生を倒しやすいワラは邪魔になるが，
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